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第 57 回アイカ現代建築セミナー 

テーマ「New Organisation 」 

対談 

講師：セシル・バルモンド（オーヴ・ア

ラップ・アンド・パートナーズ副

会長） 

伊東豊雄（建築家） 

モデレータ：金田充弘（東京藝術大学准

教授） 

          2008 年 7 月２日（水） 

於：NHK 大阪ホール 

 

はじめに 

金田 みなさん、こんばんは。本日のおふた

りの講師を簡単にご紹介します。まず、セシ

ル･バルモンドさんは 4 つの顔をもっておら

れます。ひとつはアラップという総合エンジ

ニヤリング会社のアドバンス・ジオメトリ

ー・ユニットという、リサーチに基づいた設

計活動をするグループのダイレクターとして

の顔、ひとつはペンシルバニア大学の研究

者・教授としての顔、ここでは建築だけでな

く医学のがん細胞のジオメトリーについて研

究されています。3 つ目は『インフォーマル』

や『エレメント』等の本の著者としての顔で

す。４つ目は建築を目指す前に携わっておら

れたクラシック･ギター奏者としての顔もお

持ちです。伊東豊雄さんは、ここで改めてご

紹介する必要はないと思います。国内･海外含

めて多数の受賞をされています。さて、昨日

の東京では、お二人の講演の後の対談では、

「超高層の未来」というテーマでお話をして

いただきましたが、今日はそれと対極にある

ような「自然」というキーワードで対談を進

めていきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

木の生長に学ぶ 

金田  伊東さんのお話の最初に出てきまし

た渦あるいは流動体についてもそうですし、

セシルさんの最近の著書『Element』でもほと

んど自然の写真集のような構成になっていま

すが、おふたりのこうした考え方はもちろん

自然そのものを模倣するということではなく、

その根源にあるなにかを抽出して、均質性を

破った、しかしあるルールのあるもの、とい

うなにかを求めるというところに着目されて

いるのだろうと思います。その辺のお話から、

まず、伊東さん、お願いいたします。 

伊東 話を分かりやすくするために、1 本の

木が生長していくプロセスを思い描いてみて

ください。木は二股に分かれるという動きを

単純に繰り返して成長していきます。この単

純なルールのなかに、実は非常に複雑なこと

が秘められています。つまり、そのなかに、

いま私たちが考えようとしている建築のほと

んどすべてが含まれているわけです。木は最

初から、このよく知っている形と決まってい

るわけではありません。ところが建築は、私

の下諏訪町立博物館にしても、いかに流動体

をイメージしていたといっても、最初に形を

イメージし、その形をどのように表現するか

ということからスタートしています。いまで

も多くの建築がそのようにつくられていると

思います。 

ところが木は最初からどのような形になる

かが分かっていません。枝分かれするといっ

ても、まず自分のバランスの問題、そして太

陽の光や風の当たり方、隣がどうなっている

か、といった周辺とのさまざまな相対的な関

係によって生長が変わっていきます。そして

時間的なプロセスを包含しながら形が形成さ

れていく。二股に分かれるという非常に単純

なルールの展開でつくられていきますが、な

おかつ閉じた系でなく開いた系としてどのよ

うにも伸びていけるのです。周辺との関係や

自分のエネルギーとの関係によって木の生長

が決定されていきます。もうひとつ興味深い

のは、枝分かれして伸びていくプロセスでど

んどん細分化というかフラクタルになってい

くということです。さらに非常に出入りのは

げしい表面をつくっている。こうした 5 つの
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問題が包含されており、これらは現代建築と

いうか、私たちが考えようとしている建築に

すべて当てはめられるものなのです。そして

非常におもしろい問題がここにあるのだと思

います。そういった意味で、従来、建築は正

方形や球体をつくるという、閉じた形に完結

して、そこに秩序をつくりだして、自然から

いちばん遠い形をつくるのが、いちばん美し

いと考えられてきました。しかし、いま考え

ている建築はそうではなく、もっと不安定で、

自然の秩序に近い秩序をいまつくろうとして

いるわけです。そういう思想を変えていかな

い限り、いくらサスティナビリティとかエコ

ロジーといっても、建築はなにも変わらない

と僕は思っています。 

バルモンド 伊東さんがいま見事にまとめ

てくださいましたが、私なりに木のことをも

う一度考えてみます。木の種子のなかに入っ

ている情報は枝分かれをするという秩序です

が、最終形がどのようになるかは分かってい

ません。しかし、木を見て美しいと感じるの

は、自由に伸びているように見えますが、木

にはコントロールされたリズムがあるからで

す。幹、枝がどれだけ成長して枝分かれして

いっても、そこにはある比率が存在していま

す。葉脈にも同じような比率があります。枝

分かれは人の目から顕微鏡のスケールにいき、

最終的には細胞に行き着くわけです。木の究

極の組織は細胞にあります。 

建築との類似はたいへん興味深いものです。

伊東さんのプロジェクトからも分かるように、

シフトする小さな変化が重要で、自発的、即

興的に出てくるように見えますが、実は組織

の奥深くからの情報によって生み出されるも

のなのです。自然は自らを律する方法を知っ

ています。好き勝手に生長するだけなら、す

でに衰退して消滅しています。いまも私たち

の目の前に自然が存在しているのは、そのな

かに省略という、あるいは幾何学的な秩序が

あるからです。科学的に考えても、自然はと

きとして大きく飛躍することがありますが、

すぐにそれにふさわしいコントロールの方法

が見出され、ブレーキの役目を果たします。

例えば多くのものがフィボナッチ数で解読で

きます。パイナップルの皮がどうなっている

かとか、すべて非常にシンプルな係数なので

す。1+1=2、1+2=3 といった数が算数から導き

出され、加算や飛躍と同時に、分節化してい

きます。 

建築が完全にグリッドによって制御された

ものになると、非人間的で目を覆いたくなる

ようなものになります。グリッドそのものは

無害なのですが、厳密にはなんのメリットも

バラエティもなく、それだけでは行き詰まっ

てしまいます。自然のなかにある光や影とい

った多くのバラエティがフラクタル的に生長

していきながら、少しずつ外部に向けての接

点を増やしていくほうが、環境にも対応して

いくことにつながると思います。その意味で

は、ルールというよりテーマといったほうが

いいかもしれません。自然は毎秒変化し続け

ていますから、自然をそのまま模倣すること

は不可能です。建築は人がそのなかを移動す

ることをプログラムしていきますが、その奥

深くにある組織がなにかを考えていくことが、

今日の建築にとって重要なことだろうと思い

ます。 

伊東 セシルさんのお話で、木の枝分かれは、

実は葉脈にも共通して存在しているというこ

とでした。たしか、セシルさんの中東のプロ

ジェクトに、ある大きな単位がどこまでいっ

ても細分化を繰り返していくという、木の枝

分かれを参考にしたようなプロジェクトがあ

りましたね。それを少し紹介していただけま

すか。木とまったく同じようなシステムが建

築に持ち込まれていると思います。 

バルモンド 3 つのソリッドな塊が組み合

わさり、そして徐々に皮をむくようにはぎと

られていき、大きな空間を形成します。木の

幹が伸び、枝が伸びて成長していくのと同じ

です。中心というか幹から離れていくと、ス

ペースはより小さくなります。大きなスペー
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スから小さなスペースへ、そして上下の重な

り合いはカスケードで、相互の動きも見られ

ます。断面図的に見ると、単純な層の重なり

でなく、水平・垂直両方向にオープンカット

な部分があって、さまざまなボリュームを擁

します。上層に向うと次第に小さくなり、建

物の輪郭もよりフラクタルになります。見上

げると、らせん状の渦が見えます。このシス

テムから非常に美しいフォルムが生まれます。

全体は大中小の 3 つの塊から導き出された 3

つの比率のみで構成しています。 

 

フラクタルな地球をつくる 

金田  自然から触発されて建築を考える人

は少なくないと思いますが、単に形態の模倣

でなく、その根底にある秩序のようなものを

求めているということで、伊東さんとセシル

さんは似たアプローチをされているのだと思

います。やはり建築においては、秩序は必要

なのでしょうか。 

伊東 どれだけ自然に近づいていっても、建

築は所詮、建築でしかあり得ません。この問

題がいつも私たちに突きつけられるわけです。

建築というのは、その時代の技術を使って生

産しなくてはならないものです。どんな小さ

な住宅であっても、それは社会のなかに存在

し、社会のなかでつくり出されるプロダクト

です。そのためには、人と人のコミュニケー

ションを経て成立しなくてはならないもので

す。人と人のコミュニケーションに言葉が必

要なように、建築においても、自分だけの言

語でなく、コミュニケートできる言葉が必要

です。最近はアートもコミュニケーションが

なければ成立しませんが、これがアートと建

築が決定的に異なる点です。そこで建築に求

められるものはなにか、ということになりま

す。例えば、私も傾斜した床の建築を設計し

ていますが、基本的には水平な床や垂直な壁

が求められます。しかし、水平・垂直で構成

された建築が世界中に均質な建築を生み出し、

自然と建築が乖離し、まったく関係のない存

在になってしまった。この現実を目の前にし

て、もっと違う幾何学によって自然と融合し

得る建築をつくらなくてはならないと思いつ

つも、一方でそれを社会のなかに戻してくる

ためには、それまで建築がもってきた秩序と

どのように融合できるか、ということが最大

の問題になります。 

フラクタルについても、単に細分化して、

そこにあるシステムをつくり出すだけでなく、

どのように考えていくか、そこにあるのは、

木はどうして 1 枚でなく同じ葉をたくさんも

っているのか、ということと同じなんです。

フラクタルにすることによって、まわりの環

境と関係をもつことができます。人間の皮膚

にはたくさんの穴が開いています。凹凸もあ

り、毛も生えているし、孔もあります。そう

したフラクタルな皮膚を通して呼吸をし、ま

わりの環境とさまざまな関係を維持していけ

るわけです。これと同じことを建築で考えて

いくと非常におもしろい。丸い地球をひだの

ある凸凹にしたらどうなるか、地球上に建築

をつくり続けると砂漠のような皮膚になると

考えられていますが、砂漠のような皮膚をつ

くらなければいいわけです。呼吸ができるよ

うな皮膚を地球の表面につくっていけば、建

築を建てれば建てるほどフラクタルな地球に

なっていくということもあり得るのではない

か、そのように考えていくと、いろいろなお

もしろいテーマが浮かんできます。僕も含め

て建築家はつるつるした表面の建築ばかりつ

くってきましたが、もっとひだひだの建築に

なっていったら、本当の意味で建築は変わっ

ていけるのではないかと考えるわけです。そ

こにフラクタルという意味があると考えます。 

バルモンド もうひとつ非常に重要な、別な

見方を述べてみます。人間の進化の歴史を考

えてみると、パターン認識の歴史であったこ

とが分かります。石器時代には、どこに動物

がいて、なにが毒か、といった認識がまず基

本で重要でした。それを認識し、記憶し、必

要に応じて引き出します。このパターン認識
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の能力が、原始的な数学の始まりに結びつき、

複雑な考えを単純化するということにも結び

ついていきます。例えば朝に小鳥のさえずり

を聞いて、どれだけのことが思い出されるか、

70％はまわりの自然も含めた属性で、残る

30％が時々刻々変化する状況であるといわれ

ます。それが自然の不思議なところです。こ

の 30％にディープ・ストラクチュア（深遠な

る構造）を見出します。ディープ･ストラクチ

ュアは組織の奥深くに脈打つリズムであり、

常に 30％ぐらいがシフトし続けているもの

です。「台中オペラハウス」の断面のムービー

で見られたように、流動体は本当に美しいも

のです。ロンドンの「サーペンタイン･ギャラ

リー」でも、ただラインが交錯しているとい

うだけですが、訪れた人々は居心地がよくて、

だれも帰らないぐらいでした。ここでは交錯

のリズムが気持ちよかったのでしょうが、人

間の本能としてパターン認識の、そうしたバ

リエーションに対する許容度はやはり 30％

から 40％です。 

プラクティカルな効率至上の考え方による、

凹凸のないグリッドのみの構成による建築に

なってしまって、19 世紀の建築のもっていた

凹凸や装飾による豊かな表情の建築が 20 世

紀になって一掃されました。しかし、現代の

コンピュータ時代にあっては、それはまった

く意味のないことになります。形態をまった

くワイルドに崩壊させることは不可能ですが、

その方向に向けて少しずつ変化させていくこ

とは可能であり、それが今日求められている

ことではないかと思います。 

伊東 人間は動物的な側面もあり、視覚だけ

でなく、聴覚や嗅覚といった五感を駆使して

自然のなかにあるシステムを感じ取っていま

す。そこから人間のさまざまな表情が生まれ

てくるのだと思います。ところが、ひたすら

均質化の一途を辿ることによって、そうした

人間の表情が失われてきたということは、み

なさん、十二分に分かっていることですね。

現代社会になって、いかに人々の表情が均質

化してきているか、というようなことで、い

まのセシルさんのお話を聞いていました。 

 

自然と対峙しない 

金田  セシルさんはよくサプライズという

言葉を使われます。伊東さんも、本来は平ら

である床が平らでなくすることで、より動物

的な本能が呼び覚まされるというようなこと

がありますね。 

伊東 建築というのは、こういうものだと私

たちが思っている常識が山のようにあり、そ

れをほんの少し外すだけでも、人間は動物的

になります。家から一歩でたら、あるいは自

然のなかを歩いたりすることは、すなわち動

物的な感覚をもたなければ動くことができま

せん。それと同じようなことを建築のなかで

ちょっとやるだけで、ものすごく変わるとい

うことを痛感しています。 

金田 セシルさんは、いまはロンドンを本拠

にされていますが、元々はスリランカの出身

です。その辺に関係するかもしれないのです

が、アジア的な、自然に対峙しないというか、

自然に対する共通の感覚のようなものが伊東

さんとセシルさんにはあるように思います。

その辺はいかがですか。 

伊東 大いにありますね。 

バルモンド もちろん、ありますね。私はス

リランカで生まれ、育ちました。大学の学部

まではスリランカで、その後、ロンドンで科

学や数学や建築など、いろいろやりました。

アジアで育つということは、西欧的な考えで

ある、合理性や科学的な思考は最小ですみま

す。これをリダクションと呼んでいますが、

物事を縮小し、煮詰めていくときに、物理で

もそうですが、原子を解体していき、最小の

ところに行き着きたいと考えても、果物を切

り刻んでいくと分かるように、研究の対象物

はほんの少しになり、ナイフに付着してばら

ばらになってくずばかり、つまり物事の本質

以外のものばかりになります。インド的、あ

るいはスリランカ的にこれを分析すると、ア
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ジアの人々にとっては、Organisation のいろ

いろなレベルを同時に並存させることが可能

です。階層や選択もありますが、共存が可能

なのです。私がフラクタルに注目し始めたこ

ろに、伊東さんのあるプロジェクトの写真に

発見したものから、私は考えを発展させまし

た。世界はより複雑なものであって、決して

単純ではないということを認識すべきです。

建築家であっても、同時にそのなかで生活す

る人間であることを忘れてはいけません。こ

うしたより大きな問題を認識した上で、解決

策を見出していかなければいけません。モジ

ュールに関しても、これまでのグリッドや箱

といったことだけでなく、木の生長に見たよ

うな比率など、変化を受容するなかでの新し

いモジュールを見出していかなければいけま

せん。 

伊東 非常に共感します。セシルさんの新著

『Element』のなかには、セシルさんご本人の

美しいスケッチと同時に、非常に数多くの自

然の写真が掲載されていて、これを見ている

だけでも、自然と建築の関係を考えさせられ

ます。僕が台中オペラハウスで、いちばんや

りたかったことは、実は人間がある飲み物を

飲んで、それが内臓を通って排出されるまで

を模式的に描いた図に表れていますが、胃と

いうのは、人間にとって外か内か、実はどち

らともいえるのです。この状態を建築でつく

り出したいわけです。なぜそんなことを考え

るかというと、ホール空間というのは、一切

外界と遮断して、外の音が入ってこないよう

にします。それは基本的なことで、機能的に

はそれがいいことだと、だれもが 100％信じ

て疑いません。しかし心のどこかで、例えば

講演会を寝転がって聞けたら楽だとか、音楽

会ももっと楽しいかもしれないという思いも

あるはずです。そういうことは他にもいろい

ろあるはずです。なぜ、あれだけ複雑なもの

をつくるのかと思われるかもしれませんが、

内外の関係をあいまいにしていくために、あ

の台中オペラハウスの形が出てきているので

す。建築の内部にいても、人間が動物的な感

覚でいられるような建築をつくりたいのです。 

バルモンド 私もまったく同感です。 

 

新しい秩序を求めて 

金田 さきほどセシルさんがいわれた 70％

は秩序があって 30％が変化しているという

お話ですが、そこに本質的、動物的におもし

ろいものがあると思います。伊東さんは台北

市立美術館での展覧会で「Generative Order 

衍生的秩序」をタイトルにされていましたが、

秩序を生み出すプロセスというか、伊東さん

の建築にとって、秩序というものはどういう

位置を占めているものでしょうか。 

伊東 台北市立美術館で今年の 3月から 5月

まで展覧会をしました。東京のオペラシティ･

アートギャラリーで 2006 年にやったときに、

波打つ床をつくりましたが、台北では台湾大

学図書館棟のパターンにもとづいて、やはり

波打つ床をつくっています。なぜこういうこ

とをやるかというと、これは単に床でインテ

リアなので、建築にはなっていませんが、ほ

んの少し床を自然の地面のような起伏に変え

るだけで、実に興味深いことがたくさん起こ

ります。靴を脱いで歩きますが、足の裏の感

覚を働かせないとうまく歩けませんから、ま

ずみんな足裏の感覚に敏感になります。たっ

たそれだけのことでも、人間がいかに開放さ

れるかがわかります。子どもたちは本当に楽

しそうに走り回るし、なにも誘導しなくても、

あちこちに座り込んだり、寝そべって壁面の

映像を見てくれたりします。最終日には大混

雑で、まるで海水浴の海岸のような光景でし

た。そういう自由さを生み出すために新しい

秩序が必要なんだと思います。「Generative 

Order」というのは、秩序からの解放でなく、

新しい秩序をそこにつくり込むことで、その

ことによって、建築をもっと自由にするとい

うのが目的です。 

バルモンド 「Generative Order」にはふた

つの側面があります。ひとつは、伊東さんが
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台北の展覧会でおやりになったような、感覚

や感情に訴えかけるものです。もうひとつは。

植物の生長の過程で、植物自身は自分がどの

ようになるかを知りません。ただ生長のため

のルールがあるだけです。くるくるとスパイ

ラルに渦を描きながら生長していきます。実

際に植物の生長の道筋は太陽を求めて渦状に

なっています。正確に 137.5 度の角度で順に

葉が効率よく太陽の光を求めて成長していき

ます。これが科学的な意味での Generative 

Order であり、何世紀もかけて育ってきたオ

ーダーです。 

哲学的に話をしますと、ディープ･ストラク

チュアというのは、いわゆる構造としての構

造だけにとどまらず、どのようにつくられ、

結合し、細分化し、そして体系化していくの

か、そこには Organisation が大きく係わって

きます。なにかがなにかに対して忠実である

こと、それで成立していることは、そこにな

んらかのつながりがあることです。さらに別

な要素が加わる場合は、もっとつながり合い

たいという意図があるわけです。そのように

して世界がつくられていますが、非常に深い

部分に本能的な衝動があるのではないか、そ

の衝動、つまり自らのあるべき姿を目指した

いという意思があるのだと思います。例えば

白紙に建築家が好きなエスキースを描いてな

にかをプログラムしていくことがありますが、

そこに他者の参入を許し、生長も可能にして

いくことは、革命的な意味をもつ大きな飛躍

といえます。それこそが Generative Order の

意味するところです。回転する変化のための

比率をもつこと、そして最初に話したように、

私たちがパターンを認識できるような進化の

可能性を示していくことによって、規制され

ているオーダーよりもGenerative Orderのほ

うを、私たちの感性は鋭く察知します。木の

枝分かれの葉の部分を見てみるとよく分かり

ますが、枝分かれしていく葉脈のエネルギー

がさまざまであることが分かります。それぞ

れ別個の Generative Order であって、ひとつ

のオーダーであるとは限りません。それは抽

象的な数学の非常に大きな不思議のひとつで

す。数学における素数というのは、1 とその

数自身以外に正の約数がない数字で、3,5,7

といった数ですが、どれだけ計算方法が追求

されても、素数が存在しているという事実は

変わりません。他の数で分けることができな

い、ここに示しているのは、そのような生長

のなかのギャップであり、私がいうシリアル･

オーダー、つまりひと続きのオーダーがまさ

にこれです。秩序はあり、感覚的につかめる

わけですが、具体的になんであるのかがまだ

分かっていません。しかし、たしかに存在し

ていて、目の前で変化していき、ちょうど風

になびく麦畑のような美しさすら感じます。 

もうひとつ別な Generative Order の例と

して、ナミビアの砂丘に風が吹いている写真

がありますが、そんなに変化や違いがあるわ

けではありません、ほとんどどちらを向いて

も同じような光景が広がっていますが、ここ

には常に変化があります。さきほどの比率で

いうと 80％対 20％です。また、バラの生長を

見てみますと、ひとつの花が咲くと次が生長

してくるというシンプルなルールの繰り返し

です。つまりつらなり、重なりという

Generative Order です。 

 

アルゴリズム 

金田  伊東さんは、さきほど Generative 

Order の説明で建築を自由にするということ

で、解放する秩序といわれました。いまセシ

ルさんが説明したような、自然をそのままコ

ピーすることではなくて、そのバックグラウ

ンドにあるルールを抽出して適用するわけで

す。そうした場面でよく使われる言葉にアル

ゴリズムというのがありますが、セシルさん

も伊東さんもよく使われます。まずは、セシ

ルさんのアルゴリズムの定義をお聞きしたい

と思います。 

バルモンド とても簡単な答えですが、リピ

ート、繰り返しのルールです。例えばダンス
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を考えて見ますと、何度も同じステップを繰

り返すことでそれが進化してダンスになって

いくということではアルゴリズムです。また、

1 という数を考えますと、1+1+1 といったこと

で、すべての数がアルゴリズムになります。

それはシンプルな幾何学にもなるし、伊東さ

んのプロジェクトに見られるように、空間的

には数学的にもなり、物理的な輪にもなるし、

繰り返すことで渦巻きのようにもなります。

広義でいえば、私にとってアルゴリズムは、

空間はアルゴリズミックであるといいたい。

つまり、省略していくのでなく、全体的なも

のです。最初にお話した、柱の間に空間があ

ったというクラシックな建築の考え方からス

タートし、それが組み合わさっていき、さら

に近年はスペースとギャップ、その間をいか

に組み合わせていくかが重要になっています。

考え方の基本が変わってきているのです。 

金田 セシルさんが使われるカタリスト、建

築を解放するための触媒としての使い方、サ

ーペンタイン･ギャラリーのときに伊東さん

がいわれていた、人間が一生懸命つくろうと

するよりも、自分がもっている既成観念にと

らわれないために使うアルゴリズムというこ

とを、おふたりは話されているのだと思いま

す。その辺のことを伊東さんはどのようにお

考えになっていますか。 

伊東  セシルさんが今日お話になったプロ

ジェクトでいえば、サーペンタイン･ギャラリ

ーの場合は、正方形という完結した形態を回

転させることによって解放する系に置き換え

ています。ダニエル･リベスキンドのプロジェ

クトでもひとつならキューブという閉じた形

のものをスパイラル状に回転させることによ

って開いた系にしていきます。その開いた系

にするということが非常に重要な意味をもっ

ています。また、回転というのは、それまで

のユークリッド幾何学のなかではあまり見ら

れなかった方法です。これまでは、建築家は

平面図や立面図や断面図を描けば、建築は理

解されると考えてきました。ユークリッド幾

何学の座標のなかで点の位置を決めていくこ

とですべてが表現できると考えていたからで

す。ところがセシルさんは、幾何学というの

は運動する点の軌跡だといわれるわけです。

つまり、動いていく点の軌跡を辿っていくこ

とが幾何学で、正方形や立方体や円というの

は、そのなかでは非常に特殊な形態だといわ

れる。むしろスパイラルのようにどこまでも

運動していくもののほうが幾何学だという、

ある種の逆転があります。そうすると、その

運動していく点をどのように決めていくか、

そこにアルゴリズムが必要になります。つま

り運動の方向と距離を規定していかなくては

ならない。これは従来とはまったく違った方

向で、いろいろ興味深いことが起こります。

それが木になぞらえてお話したことですが、

僕にとっての Generative Order なのです。も

う一度繰り返しますと、運動というのは一度

にすべてが決まるわけではなくて、時間の経

過にしたがってものが決まるという、時間の

プロセスを伴っています。また、まわりとの

相対的な関係によってものが決定されていき

ます。それから、セシルさんはルール、ある

いはテーマといわれますが、あるルールにし

たがってものが決定されていくわけです。そ

れから開いた系であること、そして細分化し

ていくという意味でフラクタルな構造をもっ

ている。これが僕にとっての Generative 

Order なのです。では、そのことによって、

一体なにをしたいのかといえば、結局は、本

来の人間的な空間に建築を引き戻していく、

ということです。だから、なにか新しいこと

をやっているようですが、むしろ人間本来の

空間に戻していくという作業をやっているこ

とになります。 

バルモンド どのようなアイディアにおい

ても、パターン認識は非常に人間的なことで

す。伊東さんのサーペンタイン･ギャラリーで、

もし正方形との交錯する点を半分のところに

していたら、一周して元のところに戻るので、

四角の中に入れ子状に小さな四角が入る形態
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になり、上に伸びていくだけになり、展開す

るのでなく、収斂していってしまいます。ア

ルゴリズムとしては解放系でありたいので、

そうではなく、四角い箱の外にまで突き出す

ような交点を求めて 1/3 の交点が決定されま

した。そこではシンメトリーは維持されます。

非線形の状態になるとシンメトリーは破られ

ますが、背後にシンメトリーが潜んでいます。

シンメトリーというのも、コンピュータの力

を借りて活用していくと、まだ新しい可能性

のあるものであるといえます。自然は境界が

ありません。だからこそ、フラクタルという

のはオープンなのです。宇宙のように境界が

ない世界を、もっとデザインの世界でも追求

していくべきです。非常に興味深い分野だと

思います。 

 

フラクタル＋サスティナビリティ 

金田 内と外の世界、境界のあるなしの関係

など、たいへん興味深いテーマです。さきほ

ど、伊東さんが人間の体内の胃袋が外か内か

といったお話にもありましたが、建築の内外

を反転させたり、連結したりということで、

セシルさんから、なにかコメントをいただけ

ますか。 

バルモンド インテリア、エクステリアとい

うことでは、伝統的に内外は壁で区画されて

きました。しかし、折りたたむということを

応用すると、内外があまり明確に違うもので

なく、隣接したものになっていきます。そし

て、内外でなく、隣接してなにがあるかとい

うことになってきます。伊東さんの UC バーク

レー校のプロジェクトでもそうですが、グリ

ッドのなかに折り目が出てきた瞬間から、内

外の境界は消え去り、動き回る隣近所といっ

た関係になり、きわめてルーズな関係が築か

れていきます。インサイド・アウトサイド、

つまり内外というのは、たいへん古めかしい

規定になっていきます。たたんだり広げたり

という空間では、どんな小さなスケールでも、

内外というより、隣接し合うことに意味が出

てきますね。 

伊東  体内の胃袋の反転のような内外の反

転もあります。内外が 1 枚の直線の壁で区切

られていることが一般的ですが、内外の境界

の壁はフラクタルになればなるほど長くなり

ます。内外が区切られていても、ひたすら繰

り返すことによって、内外の関係をはるかに

細密につくり出していくという方法もあると

思います。 

バルモンド 例えば、音楽ホールとギャラリ

ーからなるプロジェクトでは、塊はつながり

あっていますが、フラクタルな形態の究極で

内外がまったく分からなくなっています。し

かし、インターバルをきちんと計画していく

わけです。塊としては内外が分かりますが、

接近していくと内か外かが分かりません。 

伊東 そうですね。ひとつのキューブがある

とすると、内外が明確に分かりますが、それ

をどんどんフラクタルにしていくと、1 本の

木のように変わっていきます。木を見て内か

外かとは考えませんね。つまり内部が外に取

り込まれ、外部が内に取り込まれているから

です。そういう関係をつくることは建築にお

いても十分に可能だろうと思います。 

金田 お話を伺っていて、呼吸できるフラク

タルな地球とか、ファサードがどんどんフラ

クタル化されていくといったお話から、フラ

クタルとサスティナビリティがうまく融合す

る建築を、伊東さんは次のステップとして考

えておられるのだろうと思いました。 

伊東 実は、まだプロジェクトとして公開で

きる段階ではないのですが、いまはじめての

200ｍの高さの超高層ピルに取り組んでいま

す。仮に 50ｍ四方の敷地に 200ｍの高さの建

物を建てるということは膨大な表面積です。

それが単なるガラス張りの箱だと、猛烈なエ

ネルギーロスにつながります。それを呼吸で

きるような、内外の関係が境界のない、そん

な皮膚のようなものにできたらと考えている

ところです。うまくいけば、それだけ地表面

が広がったと考えられるような、そんな可能
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性を追求しています。セシルさんも、昨日の

講演では超高層建築についてお話されたので

すが、是非一緒にやりたいね、といっておら

れました。 

バルモンド 超高層についてはジレンマが

あります。つまり、超高層はいまだに、ある

基準階平面の繰り返しという域を出ていませ

ん。依然としてそれをやっています。100ｍ、

200ｍと高くなり、いまや 700ｍまで建つよう

になりました。1km の高さまでいくのも時間

の問題です。しかし、いまだに空調ひとつ取

り上げても既存の地面から切り離せていませ

ん。環境的にも風や光をもとにした新しいタ

イポロジーを構築すべきです。200ｍを超えた

上空では地上とまったく条件が異なります。

小さな庭を 30 階ごとにつくればいいという

ことでなく、もっと根本から考えなくてはい

けないことが数限りなくあります。現時点で

考えられているのは、どのプロジェクトも地

上の環境をそのまま上空に当てはめたものば

かりです。やるべきことは山のようにあり、

膨大な作業量です。 

 

未来に向けて 

金田 おふたりで組まれての超高層計画、楽

しみにしています。話は変わりますが、さき

ほど伊東さんは台北市立美術館での展覧会を

紹介されましたが、セシルさんは昨年秋にデ

ンマークで展覧会を開かれています。どちら

の展覧会もいわゆる普通の建築家の作品展の

ようなものとは大きく違っていました。特に

おふたりの共通点として感じられることは、

専門家が見ても楽しめる展覧会であると同時

に、子どもたちが非常にのびのびと楽しんで

見学していたのが印象に残っています。特に

伊東さんの展覧会はそうでした。こどもたち

は理解しているというより、敏感に反応して

いるんですね。その意味では開かれた展覧会、

ひいては開かれた建築といえるのではないか

と思いました。セシルさんの展覧会も、ご自

分の軌跡の紹介にとどまらず、建築の背景に

数千年の歴史があるということを伝えるため

のコーナーがあったり、建築のプロでない人

たちにも分かってほしい、という意図のある

ものでした。実際に、オープン当初は建築関

係の見学者が多かったのですが、数ヶ月経つ

と一般の人たちのほうが多くなったというこ

とです。たまたまそうなったということでな

く、一般の人たちに建築を伝えたいという意

識がはっきりとおありだったからだと思いま

す。これがおふたりに共通のテーマなのでは

ないかと思いました。展覧会は自分のコンセ

プトを直接伝えられる場ですが、そのなかで

開かれた建築を目指されているのはなぜかと

いうことをお聞きしたいと思います。 

バルモンド 昨年、デンマークのルイジアナ

美術館で開催した展覧会ですが、金田さんの

いうとおり、大成功でした。本当に一般の方々

が大勢見に来てくださいました。展覧会では

ものがどのようにしてできるかということを、

いろいろな方法で示しました。サーペンタイ

ン･ギャラリーなどの建築をはじめ、DNA のス

パイラルなど、いろいろなものです。ものの

つくり方には方法があるということを説明す

るだけで、子どもたちも含めてみんな夢中に

なります。まるで積み木に夢中になる子ども

たちのようです。レゴを組み合わせるような

原初的な方法から、でどんな建築もできてい

くということを理解してもらいます。単に作

品を紹介するのでなく、伊東さんも東京や台

北の展覧会でおやりになったように、見てい

る人を引き込むようなスペースをつくる試み

をしています。その底流にあるのは、建築の

歴史というのは、人類史上もっとも豊かな内

容のものであるということを伝えたいという

思いでした。そこで二千年の歴史を石器時代

から、パラーディオ、ガウディ、そしてエン

ジニヤ･アーキテクトの分野ではフェリック

ス・キャンデラやフライ･オットーらを紹介す

ることで、そうした人々がどのような思考で、

どのように建築をつくってきたのかを辿りま

す。そして私の作品も含めて現代の新しい建
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築を実感できるようにしています。 

「H-edge」と呼ぶインスタレーションでは、

インディアン･ロープの原理を応用し、垂直に

床から立ち上がる鎖の間にアルミの H 型のプ

レートを無数にはめ込むことで、鎖は本当に

それだけの構成で支えなしに床から立ち上が

っています。だれもがこの 3 次元の空間を体

験し、興味と感心をもってくれました。また、

3 次元的な四面体のなかに四面体をぎっしり

詰め込んだ長さ 18ｍ×高さが 5ｍほどのもの

を回転させていくと、なかに詰まった四面体

の様子が分かります。鏡でつくりましたが、

子どもたちはこれが非常に気になって夢中に

なっていました。外形でなく、内部のスペー

スがどうなっているかが分かるものは、より

強く感心を引きます。建築家でなく、一般の

人たちに図面や模型だけを見せてもなにも理

解されません。そんな展覧会は役に立ちませ

ん。一般の人たちに建築を理解してもらうた

めには、特に新しい考え方を分かってもらう

には、人間を中心にした鑑賞者も参加するよ

うな展示でないとだめです。それがうまくい

くとうれしいです。 

伊東  セシルさんのデンマークでの展覧会

は見ていませんが、しばらくすると日本でも

開催されるようなので楽しみにしています。

実はセシルさんは、エンジニヤで、数学者で

教育者で、ギタリストで、さらにもうひとつ

の顔はマジシャンです。最初にワイマールで

講演を聞いて、「本当にこんな建築があり得る

のか」と心底驚きました。従来の建築にない、

なにか新しい、しかし、そこに内在する基本

的なルールやシステムは、子どもでも無意識

にかもしれませんが、感じられるのではない

か、その感じるというのがたいへん大事なこ

とだと思います。 

建築家の展覧会は図面と写真と模型で構成

されて、外から建築を見るだけというのが常

ですが、それでは理解されないし、子どもた

ちにとってこれほど退屈な展覧会はない。だ

からなかに入り込めるような展覧会というの

を、僕の場合も考えました。もちろん、空間

そのものを体験し、感じてもらうことも重要

ですが、それと同時に、建築というのは自由

なものなんだ、変わってきているんだという

ことも分かってほしい。その新しさのなかに、

いままでにないルールというかテーマが潜在

しているということも理解してもらいたい。

それは自然界にあるものと同じではないか、

ということを感じ取ってもらうために、子ど

もたちと話し合うというワークショップもや

りました。展覧会場で、ある時間が経つと、

子どもたちが無我夢中になり始めます。動物

的な感受性は大人より鋭く、シャープです。

展覧会だけでなく、建築をデザインするとい

うこと自体も含めて、これからもそうした方

向でやっていきたいと考えています。建築は

楽しいものなんだということを理解してもら

い、建築を学ぶ学生たちに建築のことを伝え

るためには、どのように話せばいいのか、と

いうことを常に考えていきたいと考えていま

す。大学の教育だけではできないことをやっ

ていきたいと思っています。 

金田  おふたりに共同で超高層プロジェク

トもやっていただきたいと思うと同時に、共

同の展覧会もあり得るのではないかと思いま

す。展覧会のなかで子どもから大人まで含め

た建築教室も開かれればいいですね。 

あっという間に予定の 2 時間を過ぎてしま

いました。質疑応答の時間も取りたかったの

ですが、時間がなくなりました。本日はたい

へん興味深いお話をありがとうございました。

(拍手) 


